
令和４年度 柳井市の教育計画基本方針 

『愛、夢、志をはぐくむ教育』 

 

柳井市教育委員会では、教育目標を「愛、夢、志をはぐくむ教育」とし、スクール・コ

ミュニティによる教育のまちづくりに取り組んでいます。 

コミュニティ・スクールが、地域とともにある学校づくりという学校の姿を表すのに

対し、スクール・コミュニティは、学校を核とし、市民の交流を深めることによって、絆

を生み出す地域の姿を表しています。 

市教育委員会では、昨年度から地域学校協働活動推進員を柳井市スクール・コミュニ

ティセンターに配置し、学校と、家庭や地域との連携を支援する体制を整え、学校運営

協議会や学校応援団活動の活性化を図り、本市の人づくり・まちづくりにつなげている

ところです。 

 特に、今年度は、スクール・コミュニティの考え方に通じる『児やらい』 の精神を生

かし、地域のみんなで子どもたちを見守り、育てていく「児やらいマネジメント」を大

切にしていきたいと考えています。 

 

【学校教育】 昨年度、「ＧＩＧＡスクール構想」により、１人１台タブレット端末を整

備しました。各小中学校では、日常的に、授業の中で子どもたちがタブレット端末を活

用する場面が増えてきました。また、家庭での持ち帰り学習にも取り組み始めています。 

 そこで、今年度は、新たにＩＣＴ支援員を配置し、各校への巡回訪問による教職員へ

の技術的支援を行い、授業での「個別最適な学び」と「協働的な学び」による子どもたち

の学びをしっかりとサポートし、学力向上につなげていきたいと考えています。 

 

【社会教育】 これまで、文化・芸術・体育関係の行事や活動は、新型コロナウイルスの

感染拡大防止の影響で、その多くがやむをえず中止や延期、あるいは縮小開催となりま

した。 

そこで、市教育委員会では、今後、感染の状況を確認しつつ再開される各種の行事や

活動を、新しい生活様式を踏まえ、しっかりとサポートしていきたいと考えています。 

 

最後となりましたが、本市では、令和４年２月２５日に、県内で３番目となる「ゼロ

カーボンシティ宣言」を行いました。 

そこで、市教育委員会では、様々な実施事業における脱炭素に向けた取組を検討し、

できることから始めるとともに、現在、学校で実施している環境学習の取組の支援もし

ていきたいと考えています。  

『児やらい』とは 

昔、商都である柳井には、「子育て」を表す『児(こ)やらい』という言葉がありました。

この『児やらい』とは、「親や大人が前面に出て、引っ張るのではなく、子どもを前面に

押し出し、親や大人が後ろから押して、地域社会へ追い出していく」という意味で、子ども

の自立心を養うことに重点を置いた子育てを意味しています。 
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       自分を愛し、人を愛し、地域を愛する教育の推進 

          ～ 自己肯定感、他者肯定感、地域肯定感の育成を図ります ～ 

 

        ・自己肯定感を高めるために、体験的な学習を進め、一人ひとりのよさと可能

性を伸ばし、しなやかさを育てます。 

        ・他者肯定感を高めるために、様々な人との交流を深め、絆を深める活動を促

進します。 

        ・地域肯定感を高めるために、「児やらいマネジメント」の中で、地域の方々と

作成した「学校・地域連携カリキュラム」による、地域の歴史や伝統文化を守

り育てる活動を促進します。 

 

 

      夢をはぐくむスクール・コミュニティづくりの推進 

      ～ 学校、家庭、地域の連携による人づくり、まちづくりを推進します ～ 

 

    ・スクール・コミュニティによる教育のまちづくりを進めるために、学校応援

団活動の活性化を図り、学校とともにある地域づくりをいっそう推進します。 

        ・学校教育、家庭教育、地域教育力の結びつきを強め、しなやかでたくましい

人材（人財）の育成に努めます。 

・柳井市スクール・コミュニティセンターの地域学校協働活動推進員の支援に 

よる、地域と学校との連携の加速化を図ります。 

    ・地域と学校が連携して、引き続き環境教育の充実を図っていきます。 

 

 

      志を実現するための力の育成 

        ～「生きる力」の確実な育成を基盤としたキャリア教育を推進します ～ 

 

        ・「二分の一成人式」や「立志式」の節目の決意表明を大切にするとともに「キ

ャリア・パスポート」を活用し、自己の将来の夢や目標の実現に向けたキャ

リア教育を進めます 

・確かな学力、豊かな心、健やかな体といった「生き抜く力」の育成を幼保小 

中高、地域との連携の下に進めます。 

        ・自らの力で困難に立ち向かい、課題を解決し、力強く生き抜く「人間力」を高

めるためにアクティブ・ラーニングやＩＣＴ教育の実践を進めます。 

    ・新たに配置するＩＣＴ支援員の技術的支援により、１人１台タブレット端末

の積極的な授業活用を図り、「個別最適な学び」と「協働的な学び」による児

童生徒の学力向上を図っていきます。 

  

愛 

夢 

志 
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－  令和４年度の重点事項 － 

 

 

≪学校教育≫ 
 

・「学校・地域連携カリキュラム」を活用し、「社会に開かれた教育課程」の実現

を図り、子どもたちの資質・能力を高めます。 

・学校運営協議会の熟議の充実を図り、地域協育ネット、学校応援団の機能を活

用し、学校・家庭・地域の協働による教育活動を強化します。 

・いじめ、不登校への積極的な取組として、自己肯定感や他者肯定感を高め、人

間関係調整力を育成するために、活力ある集団づくりに努めます。 

・１人１台タブレット端末等を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

実現することで、すべての子どもたちの可能性を引き出す主体的、対話的で深

い学びの研究を推進します。 

・言語活動・情報教育の充実や英語教育の推進を通して、コミュニケーション力

や表現力、情報活用能力の育成を図ります。 

・複式学級等の指導方法について、学級集団づくりや学習リーダー等の研究を深

め、小規模校での学びの充実を図ります。 

・子どもたち一人ひとりの学力を保障するために、データに基づいた学力向上を

推進します。 

・「学びのサイクル」の取組を充実するため家庭学習の在り方について工夫改善

を行います。 

・教職員一人ひとりの個性を生かした組織づくりや働きやすい環境づくりを進

め、地域や関係機関との連携による「チーム学校」としての機能強化を進めま

す。 

 

 

≪社会教育≫ 
 

・学校教育と両輪で進めるスクール・コミュニティに取り組む体制を構築します。 

・地域に伝わる知恵や技術の伝承活動を促進します。 

・自然体験活動を促進し、しなやかでたくましい子どもを育てます。 

・公民館活動における学習講座を工夫し、交流や生きがいづくりを図ります。 

・家庭教育支援チームを強化し、家庭教育に不安を抱える保護者等への相談活動

を充実します。 

・学校図書館司書やボランティア団体との連携を図ります。 

・地域資料のデジタル化を進め、デジタルアーカイブサイトの充実を図ります。 
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≪スポーツ・文化≫ 
 

・スポーツ少年団の啓発活動を工夫し、活性化を図ります。 

・バタフライアリーナをはじめスポーツ施設の利便性向上に向けた整備を図り

ます。 

・音響設備の優れたサンビームやないの特性を活かし、利用促進に努めます。 

・しらかべ学遊館や月性展示館等の展示施設を活用し、郷土の文化財や人物の情

報を発信します。 

・地域の歴史や伝統の研究を深め、郷土愛を深めます。 

 

 

≪環境整備≫ 
 

・新型コロナウイルス感染防止策として示された「新しい生活様式」を実践し、

校内における感染対策を進めます。 

・学校施設の安心・安全対策として、柳井市学校施設長寿命化計画に基づき、老

朽化対策等の施設改修を進めます。 

・安全で快適な学びの環境づくりのため、特別教室の空調設備の整備やトイレの

洋式化を計画的に進めます。 

・ＧＩＧＡスクール構想により整備した通信ネットワーク及び 1人 1台タブレッ

ト端末の適切な維持管理に努めるとともに、ＩＣＴを活用した学習環境の整備

を進めます。 

・教員のＩＣＴ活用指導力の向上やＩＣＴ機器の操作支援を行うため、ＩＣＴ支

援員を配置し、教員へのサポート体制を強化します。 

・路線バスの廃止に伴い、通学手段を確保するため、スクールバスの導入を図り

ます。 

 


